在宅で生活する精神障がい者と家族のストレングスに焦点を当てた支援方法の検討―訪問看護師のストレングスへの着目点とケアの成果― by 西出 順子 et al.


































することを目的に研究を行った。【研究方法】[研究対象]A 県下の訪問看護ステーション 6 施
設、各施設管理者に推薦された看護師 10 名[研究期間]平成 28 年 9 月～平成 29 年 2 月[研究
デザイン]質的記述的研究[分析方法]意味的類似性からカテゴリー化を図った。【倫理的配慮】
神戸常盤大学研究倫理委員会の承認を得て実施した。【結果】当研究では訪問看護師が着目
したストレングスについて報告を行う。分析の結果 106 の記述、以下の 6 カテゴリーを抽
出した。＜自己の感情を自覚できる＞＜自己の感情を表現できる＞＜他者と関係を作ろう
とする＞＜他者を意識する＞＜自分を支援する関係や資源を持っている＞＜状況を理解し
行動できる＞【考察】ラップのストレングスの項目から見ると、看護師は「技能・才能」「関
心・熱望」「環境のストレングス」に着目しやすいことが分かった。さらに「性質・個人の
特性」の視点が加わると看護の質がより向上すると考える。今後はストレングスを用いて、
どのような成果を看護師が導いたのかを明らかにしたい。 
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